
記憶は、いずれ擦れた糸のように切れていくのが常ですが、ここ登野城小学校で勤めた四
年間は、私の人生の中でもひときわ懐旧の情が溢れる記憶として、自分の「生」が終わるま
で残ることと思います。
思えば、校長昇任後の一歩目をこの学校でお世話になった事は、何らかの「縁」を感じて

おります。まずは、自分自身がこの学校を卒業しており、母校であった事に、人一倍の親し
みを感じましたし、中学校教諭時代にこの校区で勤めたことで、保護者に当時の教え子が多
くいたことにも、何らかの繋がりを感じました。また、歴史と伝統あるこの学校は、設立当
時より地域の大規模校として大きな役割を持っており、その責務に身震いもしましたが、校
長としての赴任は「見えざる手からの縁」と思った事も確かでした。
徳川家康の言葉に「人の一生は重き荷を負うて、遠き道を行くが如し」とあるように、校

長として背負った登野城小学校という重く、大きく、貴重な荷物を下ろすことになりますが、
ここまでたどり着けたのも、不詳な私についてきてくれた全ての先生方、そして何よりも、
学校経営にご理解とご協力を賜りました、保護者の皆様、地域の皆様あっての事だと心から
感謝しております。振り返れば、特に印象に残っているのが、校舎改築事業であり、旧校舎
からプレハブの仮校舎へ、そして、昨年四月の新校舎完成は、何よりも背負った大きな使命
だったと回想しております。
さて、この新校舎とそして子ども達、保護者の皆様とのお別れの時間が近づいていますが、

願うことは登野城小学校が新校舎に相応しい、新文化の発信の場となり、常に石垣市の教育
を引っ張っていく牽引車になれることを期待しております。
新校舎の四階から見る南海の景色は、校歌に歌われている「美崎の海」に反射する春の光

の帯が水面を輝かせ、卒業の季節の到来を告げています。今年の登野城小学校の卒業生は87
名で創立から数えて卒業生は２４，６８７人となりました。益々、歴史と伝統ある登野城小
学校はこれまでも、そしてこれからも「天下の登小」と呼ばれて行くことでしょう。登野城

小学校に幸多かれと願い、懐旧の情に浸りながら、学校通信の校長の紙面を終わります。
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６年生が卒業の記念に取り組んだ「タイルアート」が完
成しました。タイルアートは、「いつの世までも、末永く登
野城小学校が発展しますように・・」との思いを込めて、
制作されました。校舎に彩りが生まれ、さらに明るい雰
囲気になりました。

材料のタイルは、玉津タイルさんが快く提供していただ
きました。ありがとうございました。



９日（月）始業式、給食開始 ※体育館使用停止
１０日（火）入学式～４日(日)まで

１１日（水）全体集会
１６日（月）１年生交通安全教室
１７日（火）全国学力学習状況調査（６年生）
１８日（水）１年生給食開始
２０日（金）家庭訪問①（大１、２、３）
２１日（土）おきなわ地域教育の日
２２日（日）家庭の日/ファミリー読書

市民防災の日
２３日（月）避難訓練、家庭訪問②（大４、５）
２４日（火）家庭訪問③（登１、５の１）

ぎょう虫検査、スポ少連絡協議会
２５日（水）「みんな仲間だ登小っ子だ」集会

家庭訪問④（登２）
２６日（木）家庭訪問⑤（登５の２、８）
２７日（金）春の遠足
２９日（日）昭和の日
３０日（月）振替休日

２月２８日（水）には、学校評議員会が開催
され、学校評議員による授業参観の後、本年度
の学校評価を振り返り１年間の総括をしました。
◇登野城小学校学校評議員

石垣 久雄（学校評議員：登野城字会長）
砂川 長紀（学校評議員：大川字会長）
宮良美代子（学校評議員：登野城婦人会長）
宇根 悦子（学校評議員：大川婦人会長）

◇学校評議員からの意見
１ 教育活動全般について
①先生方や子どもたちが課題に向かって努力し、
取り組んでいる姿勢が見られ十分満足できる。

②学校長の経営理念を教職員が理解し、子ども
たちの教育に当たっているので子どもたちが
伸びている様子が見られる。

２ 学力の向上に関すること
①沖縄県学力到達度調査の結果から、子どもた
ちの努力が結果となって現れている。

②学校全体で学力向上推進に取り組み、基礎・
基本を大事にしている。（家庭学習等）

③授業参観を通して、先生方の授業に取り組む
姿勢が子どもたちに反映されている。

④視聴覚機器やデジタル教材を活用した授業等
で、分かる授業の工夫がなされている。

３ 学校安全について
①教職員の見守りについては限界があるので、
子どもたちが安心して学校生活が送れるよう、
学校環境の整備には市教育委員会に強く要請
するなど、引き続き取り組んでほしい。

（遊具の安全点検、体育館トイレの修繕 等）
４ 保護者・地域との連携について
①管理職が保護者と向き合い、学校の課題解決
に当たっている。

②新学習指導要領では、柱の一つに「社会に開
かれた教育課程」が挙げられている。地域と
一緒になりながら「生きる力につながる教
育」を実施していく。

③大川字会と器楽クラブの交流は、とても素晴
らしい。今後も継続した取り組みしていきた
い。

５ その他（要望等）
①キャリア教育はさらに充実させ、グローバル
な視点で考えることができる人材を育成して
欲しい。（体験学習の充実）

②職業選択や自分の将来像につながる教育を充
実させてほしい。

③市の人材バンクも活用しながら、地域の方々
と授業に取り組んで欲しい。

④創立１３６年の歴史と伝統を大切にし、「学
校の歩み」を子どもたちに教えてほしい。

２月２８日（水）は、体育館で児童会長選挙に伴
う立ち会い演説会及び投票が行われました。
６名の立候補者は、堂々と自らの選挙公約等を述

べ、推薦人と共にしっかりと自己アピールすること
ができていました。立候補者、推薦人共に一人一人
立派でした。
立ち会い演説会の後は投票が行われ、伝統ある登

野城小学校の新しいリーダーを選出するに相応しい
凛とした空気が終始漂っていました。
新児童会役員の皆さんは下記のとおりです。

☆児童会長 ☆上里 真麻（うえざと まあさ）
☆副 会 長 ☆長田 紀喜（ながた かずゆき）
☆副 会 長 ☆上里 直汰（うえざと なおた）
☆副 会 長 ☆市野 智也（いちの ともや）
☆副 会 長 ☆仲嶺 はる（なかみね はる）
☆副 会 長 ☆花城 響 （はなしろ ひびき）

新児童会役員決定！


